
ご
回
答
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

是
非
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

調査票は 5月末までにお届けします。経済センサス‐
活動調査へのご理解とご回答をよろしくお願いします。

「経済センサス -活動調査」を装った不審な訪問者や不審な電話・電子メールなどにご注意ください。
調査員は、その身分を証明する「調査員証」「腕章」を身に付けておりますのでご確認ください。また、
金品を請求したりすることは絶対にありません。

総務省・経済産業省・和歌山県・田辺市

　 企画広報課 企画調整係　☎ 0739-26-9963

～事業所・企業の皆さんへ～

□全国の全ての事業所・企業が対象です。

□ご回答は「インターネット」か「紙の調査票」を選択できます。

◆支社などがない単独の事業所には、調査員が訪問して、調査票をお配りします。
◆支社などがある企業等には、傘下の支社分の調査票をまとめて国が本社などに郵送します。

□調査は事業所の形態により、以下の 2種類の方法のうち、
いずれかで行います。

平成28年6月1日現在で、経済センサス-活動調査を実施します。

◇この調査は、全産業分野の売上（収入）金額や費用などの経理項目を同一
時点で網羅的に把握し、我が国における事業所・企業の経済活動を全国的及
び地域別に明らかにするとともに、事業所及び企業を対象とした各種統計調
査の母集団情報を得ることを目的としています。
◇調査の結果は、国の各種行政施策を始め、地域の産業振興や商店街の活性
化などの地域行政のための基礎資料として利活用されます。
◇調査員や統計調査に従事する職員には、統計法により守秘義務が課せられ
ています。
◇ご回答いただいた内容は統計作成の目的以外（税の資料など）には、絶対
に使用いたしません。
◇詳しくは、〈経済センサス - 活動調査キャンペーンサイト〉へ
　 http://www.e-census2016.stat.go.jp/

田辺へようこそ

特集

あなたと市政をつなぐ情報紙

5皐月
平成28年
第 132 号広報たなべ

広
報

田
辺

5
月

号
　

平
成

28
年

5
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

田
辺

市
企

画
広

報
課

〒
646-8545

和
歌

山
県

田
辺

市
新

屋
敷

町
１

☎
0739-26-9963            0739-22-5310

　
 kikaku@

city.tanabe.lg.jp

田
辺

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
   http://www.city.tanabe.lg.jp/

モ
バ

イ
ル

版
ペ

ー
ジ

  http://www.city.tanabe.lg.jp/m
/

FA
X
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マークの説明

主な電話番号等 今月の表紙

ツイッター・フェイスブックでも市の情報
を発信しています。
　http://www.city.tanabe.lg.jp/jyouhou/sns.html田辺市

ホームページ
モバイル用
ホームページ

救急受診
ガイド

防災行政
メール等

休日急患診療

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄関右側）
　内科・小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗ ９時～11 時 30 分、13 時～16 時

（※小児科のみ、㊏18時～21時30分も診療を行っています。）
　 ☎ 0739-26-4909

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　 0739-22-5310
■市民総合センター　〒 646-0028 高雄一丁目 23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　 0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　 0739-78-0116
■中辺路行政局　〒 646-1492 中辺路町栗栖川 396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　 0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　 0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　 0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　 0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　 0739-24-4068

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇申込み・問合せ等の受付については、基本的に㊏
　㊐㊗を除く８時30分～17時15分です。
◇料金の記載のないものは、無料です。
◇申込み方法の記載のないものは、申込み不要です。
◇市役所の開庁時間は、㊗を除く㊊～㊎の８時30分
　～17時15分です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課
　の一部窓口を19時まで延長しています。

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃7119

電話案内サービス

　今月の表紙は、外国人
観光客の方が熊野本宮大
社前のバス停で話し合っ
ている姿を撮影しまし
た。快く撮影を引き受け
てくれたお二人は、「こ
れからの予定を相談して
いたんだ」と笑顔で話し
てくれました。Hello Tanabe City! 

特
集

031014162226
お
し
ら
せ
ワ
イ
ド

ま
ち
の
話
題

お
し
ら
せ
ボ
ッ
ク
ス

「
W
e
l
c
o
m
e 

t
o 

T
a
n
a
b
e

田
辺
へ
よ
う
こ
そ
」

子
育
て
ク
ラ
ブ
／
我
が
家
の
愛
ド
ル
／
た
な
べ
ス

マ
イ
ル
／
防
災
コ
ラ
ム
／
ま
ち
か
ど
特
派
員
／
た

な
べ
散
歩
／
図
書
館
へ
行
こ
う

住
宅
耐
震
診
断
等
の
補
助
を
し
ま
す
／
市
民
提
案

型
協
働
事
業
の
募
集
を
し
ま
す
／
シ
ニ
ア
世
代
の

皆
さ
ん
へ 

高
齢
者
の
た
め
の
交
通
安
全
教
室
を

開
催
し
ま
す
／
地
域
の
保
健
福
祉
推
進
事
業
に
対

し
て
補
助
し
ま
す
／
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

の
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す　

ほ
か

雨
が
降
っ
て
も
元
気
に
開
催
！ 

た
な
は
る
／
キ

ラ
キ
ラ
新
入
生
♪ 

梅
干
し
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
／
世

界
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
は　

ほ
か

6
月
か
ら
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
及
び
緊

急
速
報
メ
ー
ル
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
／
「
広
報

田
辺
ま
ち
か
ど
特
派
員
」
が
決
定
し
ま
し
た
／
軽

自
動
車
の
減
免
に
つ
い
て　

ほ
か

み
ん
な
の
広
場

相
談
日
程

広
報
田
辺  

平
成
28
年
5
月
号
・
も
く
じ

　

皆
さ
ん
、
近
頃
外
国
人
の
方
を
街
中
な
ど
で
よ
く
見
掛
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

中
に
は
、
外
国
語
で
道
を
尋
ね
ら
れ
た
り
、
挨
拶
を
さ
れ
た
り
し
た
こ
と

が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
際
、
当
市
へ
訪
れ
る
外
国
人
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
増
加
の
理
由
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

外
国
人
の
方
が
感
じ
る
当
市
の
魅
力
、
新
た
な
一
面
が
発
見
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

観
光
振
興
課 

観
光
振
興
係　

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
９

Welcome 
 to

  Tanabe
田辺へようこそ

特集
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Welcome  to  Tanabe

な
ぜ
増
え
た
の
か
？

　

当
市
へ
訪
れ
る
観
光
客
は
、
平
成
27
年
の
1
年
間

で
約
３
８
０
万
人
。
そ
の
う
ち
、
外
国
人
宿
泊
客
の

数
は
約
2
万
人
で
し
た
。
一
見
す
る
と
少
な
く
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
5
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
を
見
る

と
、
特
に
平
成
25
〜
27
年
に
か
け
て
の
外
国
人
宿
泊

客
数
は
、1
年
ご
と
に
約
2
倍
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
」
が
当
市
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
広
く
認
識
さ

れ
始
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界

遺
産
登
録
当
時
か
ら
の
地
道
な
宣
伝
活
動
を
続
け
た

結
果
が
、実
を
結
ん
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
は
、
一
般
的
に
は
世
界
遺
産
登
録
と
同
時

に
観
光
客
が
一
斉
に
訪
れ
、
年
々
減
少
し
て
い
く
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
当
市
の
傾
向
は
、
平
成
23
年
の

台
風
被
害
な
ど
に
よ
り
減
少
し
た
年
が
あ
る
も
の

の
、
10
年
た
っ
て
も
な
お
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
も
分
か
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
世
界
に
2
つ
し

か
な
い
数
百
㎞
に
も
及
ぶ
巡
礼
の
道
を
有
す
る
当
市

と
ス
ペ
イ
ン
国
ガ
リ
シ
ア
州
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・

コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
市
と
が
観
光
交
流
協
定
を
結
ん
だ

こ
と
で
、
両
方
の
巡
礼
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
外
国

人
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
当
市
に
は
、
世
界
農
業
遺
産
で
あ
る
「
み

な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
や
吉
野
熊
野
国
立
公

園
の
指
定
を
受
け
た
豊
か
な
自
然
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
陸
上
競
技
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
指
定
さ
れ
た
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
、
日
本

三
美
人
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
る
龍
神
温
泉
な
ど
、
魅

力
的
な
資
源
が
数
多
く
あ
り
、
今
後
も
外
国
人
観
光

客
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

当市における世界遺産登録後の外国人宿泊客数の推移

オ ー ス ト ラ リ ア・
ニュージーランド 4,179

アメリカ 2,876
スペイン 1,796
フランス 1,687
香港 1,371
イギリス 1,031
中国 733
ドイツ 610
韓国 442
その他 6,811

計 21,536

国別等宿泊客数（H27 年度）

外国人観光客がよく訪れ
ている場所

（写真 P4 ～ 5）
　本宮町の道休禅門

（写真 P5 上）
　龍神村の龍神温泉

（写真 P5 下）
　中辺路町のとがの木茶屋

増える外国人観光客

［単位：人］
［単位：人］

田辺へようこそ
特集
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地
域
の
お
も
て
な
し

ジャキス・サドローン さん（右）
キャサリン・マテュ さん（左）

カティー さん夫妻

ジョン・オルドメドウ さん

名渕 敬
たかし

 さん（熊野本宮観光協会 副会長）

　本宮地域を訪れる外国人観光客の
方は豊かな自然や世界遺産を目当て
に訪れる方が多いようです。特に山
の中を歩いていても、安心して自然
を楽しめることが人気の理由です。
　田辺市として合併して10年余り、
増える外国人への対応が良くなって

▲「Mi-Kumano」が行うガイド

▲指差しツール

▲外国人観光客からの人気が高い中辺路町高原の景色

きていると思います。それは、旅行者
と接する観光施設や旅館のみならず、
地域の方も外国人の方を積極的にも
てなそうとしてきた想いの結果です。
　これまで積み上げてきた経験を生
かし、本宮地域での旅をもっと楽し
んでもらえるようにしたいですね。

れ
は
、
宿
泊
の
際
に
必
要
な
会
話

を
日
本
語
と
英
語
で
表
記
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
を
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
英
語
を
話
せ
な
い
従
業
員
で

も
外
国
人
と
意
思
疎
通
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
外
国
人
観
光
客
の
お
も

て
な
し
に
関
す
る
具
体
的
な
課
題

を
協
議
検
討
す
る
場
と
し
て
、
平

成
26
年
に
熊
野
本
宮
観
光
協
会
、

田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
中
心
に
「
外
国
人
お
も
て

な
し
委
員
会
」（
委
員
長 

矢
野
悦

史
さ
ん
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
会
は
、
宿
泊
施
設
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
外
国
人
の
受
入
れ

に
関
す
る
現
状
の
把
握
や
課
題
解

決
に
取
り
組
む
な
ど
、
積
極
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
に
人
気
が
高
い
熊
野
古

道
は
、
そ
の
歴
史
や
文
化
な
ど
が

分
か
る
と
更
に
楽
し
め
ま
す
。
そ

こ
で
外
国
人
観
光
客
を
助
け
て
く

れ
る
の
が
語
り
部
に
よ
る
ガ
イ
ド
。

「
M
i
―

K
u
m
a
n
o
」
な
ど
で
は
、

外
国
人
観
光
客
に
対
応
す
る
た
め
、

英
語
が
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
や
外
国

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
し
、
案
内

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
が
増
え

て
い
る
宿
泊
施
設
、
中
辺
路
町
高

原
の
宿
「
熊
野
古
道
の
宿　

霧
の

郷
た
か
は
ら
」
な
ど
で
は
ス
タ
ッ
フ

に
通
訳
の
方
を
配
置
す
る
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
る
ほ
か
、「
指
差
し

ツ
ー
ル
」（
写
真
左
）
を
用
意
し
て

い
る
宿
泊
施
設
も
あ
り
ま
す
。
こ

外国人が見る田辺市
市内で出会った外国人の方に聞いてみました！

①出身地
②田辺市内での滞在日数
③旅行に来た理由
④田辺市のことを知ったきっかけ
⑤田辺市の印象

⑥興味があるものや場所、食べて
みたいもの、やってみたいこと
⑦買いたいもの、買ったもの
⑧困ったことや、あったら便利だ
と思ったこと

①イタリア
② 17 日間
③ 熊野古道を歩きたくて来ました。
④インターネットで知りました。
⑤とてもきれいな風景がいっぱいあっていい所です。
⑥熊野古道を歩き続けたいです。
⑦お茶と茶わん、お守りを買いました。
⑧熊野古道を歩いた時に一回分かりやすい看板が無くて迷いましたが、た
いしたことではありませんでした。田辺に来て何も問題ありませんでした。

①フランス
② 4 日間
③熊野古道を歩きたくて来ました。
④旅行会社の人に薦めてもらいました。
⑤とても美しいです。素晴らしい !
⑥いろんな村や祭りに行きたいです。
⑦ゆずのケーキを買いたいです。
⑧何も問題はありませんでした。仏教や神道のことをもっと知り
たいので、そんなパンフレットがあったらいいですね。

①オーストラリア
② 10 日間
③友達に誘われました。
④友達に教えてもらいました。
⑤自然と風景がとても美しいです。それから、日本に来て本格的
な日本料理を食べて、とてもおいしくてびっくりしました。
⑥食べ物、熊野古道と歴史、仏教と神道、そして素晴らしい自然。
⑦買物より自然を楽しむのが好きです。
⑧何も問題ありませんでした。もし看板がなくても、熊野古道を
歩いている他の方や住民の方たちが道を教えてくれました。

外国人観光客を受け入れるために

HELLO!

BONJOUR!

BUONGIORNO!

Welcome  to  Tanabe
田辺へようこそ

特集
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　私はこれまで、ウェブサイトやパンフレット、チラシなど
の作成をはじめ、国内は元よりアメリカやオーストラリアな
どの海外で当市の PRを行ってきました。やはり、一番ブラ
ンド力があるのは世界遺産です。それから外国人の関心が高
かったのは、味光路周辺の居酒屋。世界中で日本の食文化が
ブームになっているので、おいしい食べ物がたくさんある味
光路はとても魅力的です。
　もちろん他にもたくさん魅力はありますが、私は『人』が一
番大事だと考えています。外国人の方は、その土地の歴史や
文化、風習などを知りたくて訪れています。英語が分からなく
ても、地図を使って道を案内するだけでも、また、笑顔で挨
拶するだけでも十分なおもてなしになります。皆さんが自信を
持ってお迎えしていただければ、外国人の方は『親切で優し
い対応をするまち』という印象を持ってくれます。自信を持つ
ためには地元を愛することが大切です。そうすれば、市全体
が観光地としてもっと魅力的になるのではないでしょうか。

田辺市熊野ツーリズムビューロー
プロモーション事業部長

ブラッド・トウル さん

　本校では、平成26年度から土・日・祝日や夏休み期間を利
用して、生徒たちが田辺市観光センターで外国人観光客に対
して案内業務を行っています。グローバルな体験というと、留
学を希望する生徒もいますが、様々な事情で行くことが困難な
場合があります。その中で、地元にたくさんの外国人観光客が
訪れ、その方たちと触れ合える場所があることは、非常に貴重
な体験ができて良いことではないでしょうか。この体験によっ
て、生徒たちは「なぜ多くの外国人が来るんだろう。このまち
に何か魅力があるのだろうか」と考えます。つまり、グローバ
ルな体験をするには、自分の地元を知ることが大切なのです。
　今後、生徒たちは進学などで市外に出ると思いますが、将
来帰ってくることはもちろん、この体験などで知った地元の
魅力を PRしたり、「何か貢献できることはないか」と地元
のことを考えてくれたりしてくれるとうれしいですね。

観光で一番の財産は人！

和歌山県立田辺高等学校
SGH 推進室長・地域連携担当

和田 充
みつよし

可 さん

地元を知ることが世界へ通じる道

※ SGHとはスーパーグローバルハイスクールの略で、文部科学省が将
来国際的に活躍できる人材を育成するために実施している事業です。

世界的観光地を目指して

安
心
し
て
観
光
を
楽
し

め
る
地
域
に

栗山 史
ふみ こ

子 さん（田辺市観光センター スタッフ）

　

初
め
て
の
土
地
を
訪
れ
る
と
き
、

特
に
言
葉
が
伝
わ
ら
な
い
外
国
を
旅

行
す
る
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
は
看

板
や
標
識
な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
熊
野
古
道
を
は
じ
め
、

市
内
に
あ
る
道
標
や
観
光
案
内
所

な
ど
に
置
い
て
い
る
地
図
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
日
本
語
と
併
せ
て
英

語
を
表
記
し
、
外
国
人
観
光
客
に
も

　田辺市観光センターには、観光
シーズンになると一日に 20人から
40 人くらいの外国人観光客の方が
来られます。案内所に来ているのが
みんな外国人という時もあり、その
多さを日々感じています。
　以前、観光を終えて帰ってきた方に

「田辺の人は親切で助かった」と言わ
れ、とてもうれしかったのを覚えてい
ます。外国人の方が日本に来て一番不
安に思うのは言葉が通じないことでは
ないでしょうか。田辺を楽しみにやっ
てきた外国人の方が安心して旅行でき
るよう、手助けしていきたいです。

共
通
巡
礼
手
帳

　

熊
野
古
道
と
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
巡
礼
の
道
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
き
、
道
中
に
設
置
さ

れ
て
い
る
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
と
、「
二
つ
の
道
の
巡
礼

者
」
と
し
て
記
念
ピ
ン
バ
ッ

ジ
と
共
通
巡
礼
達
成
証
明
書

が
も
ら
え
ま
す
。

分
か
り
や
す
い
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旅
先
で
頼
り
に
な
る
の
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
場
で
観
光
情
報
や
移
動
方
法
な

ど
が
見
付
け
ら
れ
、
安
心
感
が
と
て

も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
観
光
案
内
所
や
観
光
施

設
な
ど
、
合
計
38
か
所
に
無
料
で
利
用

で
き
る
無
線
L
A
N
（
W
i
―
F
i
）
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
、
観
光
客

に
情
報
収
集
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

（写真上段）英語併記のパンフレットと地図
（写真中段左）併記した英語とマークで分かり
やすく示した案内板

（写真中段右）無線 LAN（Wi-Fi）の案内
（写真下段）英語が併記された道標

Welcome  to  Tanabe
田辺へようこそ

特集
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ドお し ら せ ワ イ

6 月から緊急速報「エリアメール」及び緊急速報メールの運用
を開始します

■問合せ　防災まちづくり課 地域防災係（☎ 0739-26-9976）

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
を

目
的
と
し
て
補
助
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
今
回
、
更
な
る
活
動
の

促
進
及
び
防
災
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
新
た
に
4
事
業
を
追
加
し

ま
し
た
。
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
事
業
及
び
補
助
対
象
事

業
費

◇
結
成
時
資
機
材
整
備
事
業

結
成
時
に
お
け
る
防
災
資
機
材

等
の
整
備
に
対
す
る
補
助
金

・
上
限
額　

5
万
円+

（
結
成

時
の
世
帯
数
×
１
０
０
０
円
）

※
た
だ
し
、
世
帯
数
が
100
未
満

の
場
合
は
100
世
帯
と
み
な
す
。

・
補
助
率　

5
分
の
4

◇
組
織
運
営
事
業

防
災
訓
練
及
び
防
災
学
習
会
等

に
対
す
る
補
助
金

・
上
限
額　

3
万
円

・
補
助
率　

2
分
の
1

◇
備
蓄
資
機
材
管
理
事
業

備
蓄
資
機
材
の
修
理
及
び
消
火

器
の
詰
め
替
え
等
に
対
す
る
補

助
金

・
上
限
額　

5
万
円

・
補
助
率　

2
分
の
1

◇
津
波
避
難
路
整
備
事
業

津
波
避
難
路
の
整
備
及
び
改
修

に
対
す
る
補
助
金

上
限
額
（
自
主
施
工
）

80
万
円

・
補
助
率　

10
分
の
10

・
上
限
額
（
業
者
施
工
）

100
万
円

・
補
助
率　

10
分
の
8　

■
拡
充
分
の
補
助
事
業
及
び
補

助
対
象
事
業
費

◇
更
新
等
資
機
材
整
備
事
業

結
成
後
に
お
け
る
防
災
資
機
材

等
の
更
新
及
び
新
規
購
入
に
対

す
る
補
助
金

・
上
限
額
10
万
円

・
補
助
率　

2
分
の
1

◇
津
波
避
難
路
維
持
管
理
事
業

市
が
直
接
施
工
又
は
自
主
防
災

組
織
が
補
助
事
業
に
よ
り
整
備

し
た
避
難
路
の
維
持
管
理
に
対

す
る
補
助
金

・
上
限
額　

5
万
円

・
補
助
率　

2
分
の
1

◇
防
災
倉
庫
整
備
事
業

防
災
資
機
材
等
を
保
管
す
る
倉

庫
の
購
入
に
対
す
る
補
助
金

・
上
限
額　

40
万
円

・
補
助
率　

2
分
の
1

◇
防
災
士
育
成
事
業

防
災
士
の
資
格
取
得
に
対
す
る

補
助
金

・
上
限
額　

1
万
１
０
０
０
円

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
◇
防
災
ま
ち
づ
く
り
課

地
域
防
災
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
６

◇
各
行
政
局 

総
務
課

☎
2
ペ
ー
ジ
参
照

自主防災組織育成事業等の拡充について
■問合せ　下記参照

　

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の

緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
及
び
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
（
以
下
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
）
を
利
用
し
、
市
内
の

携
帯
電
話
所
有
者
に
対
し
て
避

難
勧
告
等
の
情
報
を
配
信
し
ま

す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
緊
急
情

報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
伝
達
す

る
体
制
を
充
実
・
強
化
し
ま
す
。

■
配
信
エ
リ
ア

市
内
全
域
（
市
内
に
お
住
ま
い

の
方
、
観
光
及
び
仕
事
で
訪
れ

て
い
る
方
）

■
配
信
情
報

避
難
勧
告
、
避
難
指
示

■
特
徴

◇
3
社
の
携
帯
電
話
端
末
を
所

有
し
て
い
る
方
に
対
し
、
送
信

さ
れ
ま
す
。

◇
受
信
す
る
と
、
マ
ナ
ー
モ
ー

ド
設
定
中
で
も
専
用
の
着
信
音

が
鳴
り
ま
す
。

◇
受
信
す
る
と
、
内
容
が
自
動

的
に
画
面
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

◇
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
圏
外
や
通
話
中
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
、
メ
ー
ル
送
受
信
中

は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
一
部
の
携
帯
電
話
の
機
種

で
受
信
で
き
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
使
い
の
携
帯
電

話
会
社
又
は
販
売
店
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
の
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健

診
）
及
び
健
康
チ
ェ
ッ
ク
補
助
金

　

受
診
方
法
及
び
料
金
等
は
、
4
月

中
旬
に
送
付
し
て
い
る
「
平
成
28
年

度
田
辺
市
検
診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
特
定
健
診
】

■
期
間　

平
成
29
年
1
月
31
日
㊋
ま
で

☆
身
体
計
測
・
血
液
検
査
・
心
電
図

等
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
着
目
し
た

健
康
診
査

☆
40
〜
74
歳
（
平
成
29
年
3
月
末
現

在
の
年
齢
）
の
田
辺
市
国
保
被
保
険
者

※
対
象
者
に
は
、
市
が
実
施
す
る
各

種
が
ん
検
診
等
と
一
緒
に
受
診
券
を

交
付
し
ま
す
。

【
健
康
チ
ェ
ッ
ク
補
助
金
】

■
期
間　

平
成
29
年
3
月
31
日
㊎
ま
で

☆
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
検
査
・
骨

粗
し
ょ
う
症
検
査

※
申
込
み
及
び
受
診
の
予
約
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
検
査
で
必
要
で
す
。

☆
16
〜
74
歳
（
平
成
29
年
3
月
末
現

在
の
年
齢
）
の
田
辺
市
国
保
被
保
険
者

☆
自
己
負
担
あ
り

☆
保
険
証
・
印
鑑
・
40
歳
以
上
の
方

は
特
定
健
康
診
査
受
診
券
と
各
種
検

診
受
診
券
を
お
持
ち
の
上
、
下
記
又

は
各
行
政
局
住
民
福
祉
課
（
2
ペ
ー

ジ
参
照
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
留
意
事
項

◇
い
ず
れ
の
検
査
も
受
診
日
に
田
辺

市
国
保
の
資
格
が
な
い
場
合
は
、
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

◇
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
特
定
健
診
・

が
ん
検
診
等
（
胃
・
大
腸
・
肺
・
肝

炎
）
は
、
同
一
年
度
内
に
重
複
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

◇
脳
検
査
の
補
助
は
、
特
定
健
診
又

は
国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
に
限

り
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
も
田
辺
市
国
保
と
同
じ
人
間
ド
ッ

ク
、
脳
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
険
課
医
療
係

（
☎
０
７
３
９
―

２
６
―

９
９
２
６
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
保
険
課 

庶
務
係
（
本
庁
舎
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
４

後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査

【
医
科
健
康
診
査
】

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
対
象
の

方
に
は
、
5
月
下
旬
に
受
診
券
を
直

接
お
送
り
し
ま
す
。（
受
診
券
発
行
の

申
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

■
検
査
項
目

◇
基
本
項
目

問
診
・
計
測
（
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）・

血
圧
測
定
・
診
察
・
血
液
検
査
（
脂
質
・

肝
機
能
・
代
謝
）・
検
尿

◇
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
へ
の

追
加
項
目

貧
血
検
査
・
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査

国民健康保険（国保）・後期高齢者医療の皆さんへ
～健診のお知らせ及び後期高齢者医療制度の改定について～

■問合せ　下記参照

■
実
施
期
間　

6
月
1
日
㊌
〜
平
成

29
年
2
月
28
日
㊋

■
自
己
負
担　

６
０
０
円

☆
保
険
証
・
受
診
券
・
受
診
票
（
問

診
票
）

■
実
施
場
所

受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
表
に
記
載

さ
れ
た
医
療
機
関

※
既
に
同
様
の
検
査
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
生
活
習
慣
病
の
治
療
等
で
定
期
的

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
方

は
、主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
歯
科
健
康
診
査
】

　

本
年
度
か
ら
歯
科
検
診
が
始
ま
り

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
5
月
下
旬

に
受
診
券
を
直
接
お
送
り
し
ま
す
。

（
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

☆
平
成
27
年
度
中
に
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
以
上
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方

■
実
施
期
間　

6
月
1
日
㊌
〜
平
成

29
年
2
月
28
日
㊋

■
自
己
負
担　

無
料

☆
保
険
証
・
受
診
券
・
受
診
票
（
問

診
票
）

■
健
診
項
目

問
診
・
口こ

う
く
う腔
診
断
（
歯
の
状
態
・
歯

周
組
織
の
状
況
・
口
腔
衛
生
状
況
・

噛か

み
合
わ
せ
・
口
腔
乾
燥
・
粘
膜
の

異
常
）・
口
腔
機
能
検
査（
噛
む
能
力
・

舌
機
能
・
嚥え

ん
げ下

機
能
）

■
実
施
場
所

受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
表
に
記
載

さ
れ
た
医
療
機
関

☆
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
（
４
２
８
）
６
６
８
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

率
等
の
改
定
に
つ
い
て

平
成
28
、
29
年
度
和
歌
山
県
の
保
険

料
率
（
年
間
）

①
均
等
割
額　

4
万
４
１
７
７
円

（
改
定
前　

4
万
４
７
３
０
円
）

②
所
得
割
率　

８
．９
３
％

（
改
定
前　

８
．５
５
％
）

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く

負
担
す
る
均
等
割
額
①
と
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額

②
の
合
計
額
と
な
り
、
個
人
単
位
で

計
算
し
ま
す
（
100
円
未
満
切
捨
て
）。

な
お
、
所
得
の
少
な
い
方
等
に
は
、

均
等
割
額
、
所
得
割
額
が
軽
減
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
、
さ
ら
に
今
年
度
か

ら
、
均
等
割
額
の
2
割
・
5
割
軽
減

の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
方
々
へ
の
本
年
度
の

保
険
料
の
通
知
は
、
前
年
中
の
所
得

等
に
よ
る
計
算
を
し
た
後
、
7
月
中

頃
に
郵
送
し
ま
す
。

☆
保
険
課 

保
険
税
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
５

　 

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
活
用
イ

メ
ー
ジ

▼
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ドお し ら せ ワ イ

吉野熊野国立公園指定 80 周年＆拡張記念
田辺湾クリーン作戦！

■問合せ　下記参照

避難所施設へ太陽光発電設備・蓄電池を設置しました軽自動車税の減免について
■問合せ　環境課 環境対策係（☎ 0739-26-9927）■問合せ　税務課 庶務係（本庁舎 2 階　☎ 0739-26-9919）

　

今
年
は
、
吉
野
熊
野
国
立
公

園
が
指
定
80
周
年
を
迎
え
た
記

念
す
べ
き
年
で
す
。
清
掃
の
対

象
と
な
る
海
岸
区
域
は
、
昨
年

9
月
24
日
に
吉
野
熊
野
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
た
天
神
崎
や
鳥

の
巣
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
日
本
が
誇
る
自

然
の
風
景
地
を
有
す
る
当
市
を

一
層
き
れ
い
で
住
み
よ
い
ま
ち

に
す
る
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
田
辺
湾
ク
リ
ー
ン
作
戦
】

☆
6
月
4
日
㊏

☆
13
時
30
分
〜（
1
時
間
程
度
）

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は

5
日
㊐
に
延
期

☆
元
島
・
天
神
崎
地
区
、
跡
の

浦
地
区
、
鳥
の
巣
地
区
、
会
津

川
河
口
地
区
、扇
ヶ
浜
地
区（
計

5
地
区
）

■
注
意
事
項

◇
自
動
車
で
の
参
加
は
控
え
て

く
だ
さ
い
。

◇
ご
み
袋
、
軍
手
は
当
日
お
配

り
し
ま
す
。

◇
ご
み
は
4
分
別
（
燃
え
る
ご

み
、
資
源
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
、
埋
立
て
ご
み
）
で
の

回
収
を
お
願
い
し
ま
す
。　

◇
ご
み
は
燃
や
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◇
暑
い
中
で
の
清
掃
活
動
で

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難

所
の
最
小
限
の
電
力
確
保
を
目

的
に
整
備
を
進
め
て
き
た
太
陽

光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電

し
た
電
力
は
、
避
難
所
の
非
常

用
電
力
と
し
て
活
用
さ
れ
る
と

と
も
に
、
蓄
電
池
を
併
用
す
る

こ
と
で
、
災
害
時
で
も
安
定
的

な
電
力
供
給
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
平
常
時
は
設
置
施

設
へ
電
力
が
供
給
さ
れ
、
電
気

料
金
の
削
減
や
地
球
温
暖
化
・

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
「
広

報
田
辺
」
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
鮮
で
魅
力
あ
る
地
域

情
報
の
発
信
を
行
い
、
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
市
政
の
推
進
を

図
る
た
め
、
市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

「
広
報
田
辺
ま
ち
か
ど
特
派
員
」

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
6
名
の
方
が
、
5

月
号
か
ら
平
成
29
年
4
月
号
ま

で
、「
必
撮
!! 

ま
ち
か
ど
特
派
員
」

【
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
方
に
対
す
る
減
免
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
（
※
障
害

の
程
度
に
よ
り
ま
す
。）
を
お
持
ち

の
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
で

次
の
方
が
運
転
す
る
場
合
で
す
。

☆
◇
当
該
身
体
障
害
者
等
本
人

◇
当
該
身
体
障
害
者
等
と
生
計

を
一
に
す
る
方

◇
当
該
身
体
障
害
者
（
身
体
障

害
者
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
の
方
に
限
る
。）
を
常
時
介

護
す
る
方

※
既
に
減
免
を
受
け
て
い
る
方

で
も
車
両
の
買
換
え
等
が
あ
れ

ば
申
請
が
必
要
で
す
。
減
免
で

き
る
の
は
一
人
一
台
限
り
で
、

既
に
重
度
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
又
は
和
歌
山
県
の
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一

に
す
る
方
が
運
転
す
る
場
合

は
、
運
転
す
る
方
が
生
計
を
一

に
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書

面
が
必
要
で
す
。（
身
体
障
害

者
等
と
同
一
世
帯
の
方
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。）
ま
た
、
身
体

障
害
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
の
身
体
障
害
者
等
を
常
時
介

護
す
る
方
が
運
転
す
る
場
合
に

は
、
身
体
障
害
者
を
常
時
介
護

す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
常

時
介
護
証
明
書
）が
必
要
で
す
。

す
。
無
理
は
せ
ず
、
熱
中
症
等

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
環
境
課 

環
境
対
策
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
７

【
大
塔
ク
リ
ー
ン
作
戦
】

☆
6
月
5
日
㊐

☆
8
時
〜
11
時
（
予
定
）

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は

12
日
㊐
に
延
期

☆
大
塔
行
政
局
管
内
全
域

☆
大
塔
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☎
2
ペ
ー
ジ
参
照

「
海
岸
漂
着
物
問
題
」
に
つ

い
て

　

海
岸
漂
着
物
と
は
、
山
・
川
・

海
へ
と
つ
な
が
る
水
の
流
れ
を

通
じ
て
海
岸
に
流
れ
着
い
た
も

の
で
す
。
こ
の
問
題
は
、
海
岸

近
く
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
だ

け
で
は
な
く
、
全
て
の
地
域
に

共
通
し
て
存
在
す
る
も
の
で

す
。
海
岸
漂
着
物
が
原
因
で
、

漁
業
や
観
光
、
生
物
環
境
な
ど

様
々
な
所
で
悪
影
響
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
海
岸
漂
着
物
を
な

く
し
、
自
然
豊
か
な
海
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
海
岸
漂
着
物

問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
つ
な

げ
、
さ
ら
に
学
校
施
設
に
は
表

示
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
環
境

教
育
へ
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

■
設
置
場
所

◇
新
庄
中
学
校

◇
ひ
が
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

◇
田
辺
第
三
小
学
校

◇
芳
養
小
学
校

■
災
害
時
に
想
定
さ
れ
る
避
難

所
の
使
用
電
力

通
信
機
器
・
投
光
器
な
ど

コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
ま
す
。
今

後
の
活
躍
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
特
派
員
紹
介（
写
真
左
か
ら
）

[

氏
名（
敬
称
略
）・
担
当
地
域]

宮
脇 

真
紀 (

龍
神
地
域)

宍し
し
つ
か塚 

美
由
紀 (

中
辺
路
地
域)

赤
木 

晶
子 (

大
塔
地
域)

井
上 

敦 (

本
宮
地
域)

鈴
木 

高
之 (

田
辺
地
域)

中
野 

永
実
子 (

田
辺
地
域)

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
18
歳
未
満
の
方
、
療
育
手
帳

又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方
の
場
合
は
、

生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
等
を
含
み
ま
す
。

【
身
体
障
害
者
等
が
利
用
す
る

た
め
に
構
造
を
変
更
し
た
車
両

に
対
す
る
減
免
】

　

車
椅
子
の
昇
降
装
置
又
は
固

定
装
置
、
浴
槽
を
装
備
し
て
い

る
な
ど
、
そ
の
構
造
が
専
ら
身

体
障
害
者
等
の
利
用
の
た
め
の

も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
す
。

※
車
両
に
対
す
る
減
免
で
す
の

で
、台
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
有
者
が
法
人
の
場
合
で
も

減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
車
両
に
対
す
る
減
免
】

　

公
益
法
人
等
が
社
会
福
祉
法

に
定
め
る
社
会
福
祉
事
業
等
、

公
益
性
の
高
い
事
業
の
た
め
に

使
用
し
て
い
る
場
合
で
す
。

【
減
免
申
請
の
共
通
事
項
】

☆
減
免
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
や
手
続
に
必
要
な
も
の
等
に
つ

い
て
は
、
上
記
へ
お
問
合
せ
の
上
、

納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
納
期

限
の
5
月
31
日
㊋
ま
で
に
、
上
記

又
は
各
行
政
局
住
民
福
祉
課
（
2

ペ
ー
ジ
参
照
）
で
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。
納
税
通
知
書
は
5
月
10

日
㊋
か
ら
順
次
送
付
し
ま
す
。

「広報田辺まちかど特派員」が決定しました
■問合せ　企画広報課 広聴広報係（☎ 0739-26-9963）

施設名
整備内容

太陽光
発電設備 蓄電池 その他 災害時の

電力供給箇所
新庄中学校 10kW 15kWh 体育館
ひがしコミュニ
ティセンター 10kW 15kWh LED 照明

14 基 大集会室

田辺第三小学校 10kW 15kWh 体育館
芳養小学校 10kW 15kWh 体育館

■事業概要

新庄中学校 2,602 万 4,760 円
ひがしコミュニティセンター 1,865 万 1,600 円
田辺第三小学校 3,147 万 3,360 円
芳養小学校 2,539 万 5,120 円
総事業費（4施設／設計・設備工事・工事監理） 1億 154 万 4,840 円

■事業費

年間発電量※年間最適傾斜角で算出 1万 1,324kWh/ 年

年間 CO２削減量 5.92t-CO2（423 本の杉の木
を植林したのと同じ効果）

■整備による 1 基当たりの効果
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まちの話題

キラキラ新入生♪
梅干しをプレゼント

　4月8日㊎、秋津川小学校で3人の新
入生への梅の贈呈式が行われました。　
ＪＡ紀南青年部では、特産物である梅干
しを食べる機会づくりと、梅が地域の主
要産業であることを知ってもらうため
に、管内の小学校の新入生に入学祝いと
して梅をプレゼントしています。この取
組は今年で７回目で、白干し梅と味付け
梅の合計５粒が配られました。
　子供たちは「しょっぱい！」と驚きな
がらも、大粒の梅干しを頬張っていまし
た。青年部の坂本旭

あきら

部長は、「梅を食べ
る若い世代が減っている。子供たちが食
べるきっかけになってくれれば」と話し
てくれました。

雨が降っても元気に開催！ たなはる
　3月 27 日㊐、鬪雞神社や新屋敷町周辺で田辺まちなか春祭り
（たなはる）が開催されました。
　初の開催となるフリーマーケットでは、手作りのお菓子やアクセ
サリーなどの小物、洋服などが飛ぶように売れ、大勢のお客さんで
にぎわいました。メイン会場となる鬪雞神社のステージでは、中学
校の吹奏楽部の演奏が行われたほか、たなべぇなどの地元のキャラ
クターが参加した運動会も開催。観客の皆さんはユニークな動きや
かわいらしいしぐさに癒やされていました。また、忍者修行体験では、
敵から逃げたり、隠れたり、戦ったりと子供たちが大奮闘。あいに
くの天気でしたが、田辺に春を呼び込むような1日となりました。

新消防庁舎の開庁を祝う

　4月2日㊏、新庄町の新消防庁舎で開庁式が行われ、
消防団音楽隊による演奏や披露訓練のほか、一般の
方を対象とした庁舎などの見学会も開催されました。

若者を支えるための講演会

　3月 24 日㊍、大塔総合文化会館で「大塔地域カ
レッジ」が開催され、参加者は社会になじめない若
者の社会的自立に向けた活動について学びました。

近野の坂道に挑むレース

　3月 20 日㊐、中辺路町近露地域の山中を駆ける
近野山間マラソン大会が開催され、アップダウンの
あるコースを 405 名の選手が走り抜けました。

世界遺産を活用した
まちづくりとは

一年の豊穣を願う春の祭

　3月28日㊊、紀南文化会館「小ホール」で世界遺産
推進講演会が行われ、和歌山県世界遺産センターの辻林
浩さんがその目的や意義、近畿大学の高橋一夫さんが世
界遺産を生かしたまちづくりについてお話になりました。

　4月13日㊌～15日㊎、熊野本宮大社で例大祭が執
り行われ、雨が降る中で行われた湯登神事や厳かに舞
が披露される本殿祭、神

みこし

輿と行列が旧社地（大
おおゆのはら

斎原）
へお渡りする渡御祭などに大勢の観客が訪れました。
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　 お し ら せ ボ ッ ク ス 　

おしらせ　
　ボックス

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開

催
し
ま
す

　

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
方
を

対
象
と
し
て
、
誰
で
も
気
軽
に
楽

し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
指

導
、
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
等
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

☆
各
日
と
も
30
名

☆
運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ
ル
・

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等

☆
申
込
書
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
ご
記
入
の
上
、
下
記
へ
直

男
が
作
る
お
い
し
い
ご
飯　

手
料
理
入
門
塾
を
開
催
し
ま
す

☆
6
月
1
日
、
15
日
、
29
日
、
７

月
13
日
（
全
㊌
）

☆
9
時
30
分
〜
13
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階

「
料
理
実
習
室
」

☆
調
理
実
習
と
栄
養
に
関
す
る
講
話

☆
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
65
歳
以

上
の
男
性

☆
◇
料
理
初
心
者
の
方
（
全
４
回

に
参
加
）　

12
名
﹇
先
着
﹈

◇
過
去
に
受
講
さ
れ
た
方
や
料
理

経
験
豊
富
な
方
（
７
月
13
日
の
み

の
参
加
）　

８
名
﹇
先
着
﹈

☆
各
回
５
０
０
円

☆
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
・

マ
ス
ク
・
上
靴

☆
5
月
11
日
㊌
〜
23
日
㊊
に
左
記

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
や
す
ら
ぎ
対
策
課 

高
齢
福
祉
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
１
０

住
宅
耐
震
診
断
等
の
補
助
を

し
ま
す

　

和
歌
山
県
の
認
定
を
受
け
た
耐

震
診
断
士
が
、
ご
自
宅
の
耐
震
性

を
判
定
し
ま
す
。
診
断
の
結
果
、

耐
震
性
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
に
対
し

て
、
耐
震
補
強
設
計
、
耐
震
改
修
、

建
替
え
、耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
ベ
ッ

ド
の
購
入
設
置
に
係
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

☆
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
市

内
の
木
造
住
宅
、
非
木
造
住
宅
に

お
住
ま
い
の
方

◇
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

◇
2
階
建
て
以
下

◇
延
べ
面
積
２
０
０
㎡
以
下

シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ん
へ　

高
齢
者
の
た
め
の
交
通
安
全

教
室
を
開
催
し
ま
す

　

い
き
い
き
田
辺
交
通
安
全
学
校

で
は
、
田
辺
警
察
署
の
交
通
課
員

等
が
講
師
と
な
り
、
高
齢
者
の
た
め

の
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
体
験
学
習
も
含
め
た
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
皆
さ
ん

と
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。 

☆
７
月
〜
11
月
の
第
１
㊊
（
毎
月

１
回
、
計
５
回
）

☆
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
頃

☆
万
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
階
「
大
会
議
室
」

☆
◇
体
験
！ 

加
齢
に
伴
う
身
体

機
能
の
低
下

◇
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る
（
歩

行
者
・
自
転
車
・
ド
ラ
イ
バ
ー
編
）

◇
脳
ト
レ
＆
危
険
予
測
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト 

な
ど

☆
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

☆
25
名
程
度

☆
５
月
11
日
㊌
〜
31
日
㊋
に
左
記

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
自
治
振
興
課 

市
民
生
活
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

市
民
提
案
型
協
働
事
業
の
募

集
を
し
ま
す

■
対
象
事
業　

市
が
現
在
実
施
又

は
実
施
を
予
定
し
て
い
る
事
業
の

中
で
、
次
の
項
目
の
全
て
に
該
当

す
る
事
業

◇
市
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業

で
あ
り
、
市
民
活
動
団
体
等
と
市

が
協
働
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地

域
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
事
業

◇
専
用
住
宅
・
併
用
住
宅

※
前
述
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額
（
最
大
額
）

◇
耐
震
診
断
費
用

・
木
造
住
宅　

無
料

・
非
木
造
住
宅

8
万
９
０
０
０
円

◇
耐
震
補
強
設
計
補
助
金

13
万
２
０
０
０
円

◇
耐
震
改
修
・
建
て
替
え
補
助
金

１
０
１
万
１
０
０
０
円

◇
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
ベ
ッ
ド
購

入
設
置
補
助
金

26
万
６
０
０
０
円（
シ
ェ
ル
タ
ー
・

ベ
ッ
ド
は
、
県
認
定
品
に
限
る
。）

※
補
助
金
の
交
付
は
、
平
成
29
年

3
月
20
日
㊊
㊗
ま
で
に
事
業
が
完

了
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
ま
す
。

■
募
集
件
数

◇
耐
震
診
断　

２
０
０
件﹇
先
着
﹈

◇
耐
震
補
強
設
計
・
耐
震
改
修
・

建
て
替
え
補
助　

25
件
﹇
先
着
﹈

◇
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
ベ
ッ
ド
購

入
設
置
補
助　

5
件
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
高
齢
者
、
障
害
者
を

優
先
）

☆
受
付
開
始
は
5
月
11
日
㊌
か

ら
。
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、
下

記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
、
下
記
又
は
各
行
政
局
産
業

建
設
課
（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配

布
す
る
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
建
築
課 

建
築
係
（
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
５

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/kenchiku/kenchiku/
taisin_kaisyuu.htm

l

◇
具
体
的
な
効
果
や
成
果
が
期
待

で
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
事
業

◇
市
と
提
案
団
体
の
役
割
分
担
が

明
確
か
つ
妥
当
で
あ
り
、
市
民
活

動
団
体
等
と
市
が
協
働
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果
が

期
待
で
き
る
事
業

◇
予
算
の
見
積
り
等
が
適
正
で
あ

り
、
提
案
し
た
団
体
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
で
き
る
事
業

◇
協
働
推
進
の
視
点
か
ら
、
担
当

課
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
共
に
理

解
し
合
い
な
が
ら
意
欲
的
に
取
り

組
む
こ
と
の
で
き
る
事
業

※
市
が
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業

と
目
的
及
び
効
果
が
同
等
又
は
そ

れ
以
上
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

事
業
手
法
の
変
更
は
可
と
し
ま
す
。

■
対
象
団
体　

次
の
項
目
に
全
て

該
当
す
る
市
民
団
体
等

◇
原
則
と
し
て
市
内
に
活
動
拠
点

又
は
連
絡
場
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

◇
団
体
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
が

10
人
以
上
い
る
こ
と

◇
過
去
１
年
以
上
継
続
し
て
活
動

実
績
が
あ
る
こ
と

◇
運
営
に
関
す
る
規
約
や
会
則
が

あ
り
、
予
算
及
び
決
算
を
適
正
に

行
っ
て
い
る
こ
と

◇
法
人
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
の
あ
る
団
体
は
、
直

近
３
か
年
分
の
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

※
前
述
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

宗
教
活
動
を
目
的
と
し
て
い
る
団

体
等
、
対
象
と
な
ら
な
い
団
体
も

あ
り
ま
す
。

■
事
業
経
費　

提
案
さ
れ
た
事
業

を
所
管
す
る
市
の
担
当
課
が
、
本

年
度
に
予
算
化
し
て
い
る
額
を
超

え
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
協
働
事

業
と
直
接
関
わ
り
の
な
い
、
提
案

団
体
の
人
件
費
、
事
務
所
の
賃
借

料
及
び
光
熱
水
費
等
の
経
常
経
費

は
、
対
象
外
と
し
ま
す
。

☆
６
月
30
日
㊍
ま
で
に
、
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
左
記
又

は
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
市
民
総

合
セ
ン
タ
ー
２
階
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
左
記
で

配
布
す
る
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
自
治
振
興
課 

市
民
活
動
係
（
本

庁
舎
3
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

☆

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.

ta
n

a
b

e
.lg

.jp
/jic

h
i/

s
h

im
in

k
a

t
s

u
d

o
u

/
teiangatakyodojigyo.htm

l

日程（全㊌） 時間 種目 会場
5 月 18 日

13 時 30 分
～

15 時 30 分

カローリング

田辺スポーツパーク
体育館

6月 15 日 ソフトバレーボール

7月 20 日 ラケットテニス

8月 17 日 ビーチボールバレー

9月 21 日 グラウンドゴルフ（屋外）田辺スポーツパーク多目的グラウンド

10 月 19 日 ウォーキング
熊野古道（栄町～
新庄付近ルート）
※市民総合センタ－集合

11 月 16 日 ペタンク（屋外） 田辺スポーツパーク
多目的グラウンド

12 月 21 日 インディアカ

田辺スポーツパーク
体育館

平成 29 年
1 月 18 日 キンボールスポーツ

平成 29 年
2 月 15 日 ファミリーバドミントン

平成 29 年
3 月 15 日 ターゲットバードゴルフ 田辺スポーツパーク

多目的グラウンド

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
F
A
X

又
は
E
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
左
記
で

配
布
し
て
い
る
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

市
民
ス

ポ
ー
ツ
係
（
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
管
理
事
務
所
内
）

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
２
５
３
１

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
０
３
８
７

☆sports@
city.tanabe.lg.jp

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/sports/index.htm
l

吉
野
熊
野
国
立
公
園
指
定
80
周

年
＆
拡
張
記
念　

自
然
観
察

教
室「
春
の
ひ
き
岩
を
歩
こ
う
」

を
開
催
し
ま
す

☆
５
月
15
日
㊐

☆
９
時
30
分
〜
12
時

☆
ひ
き
岩
群
周
辺

☆
９
時
30
分
ま
で
に
、
ふ
る
さ
と

自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ

ン
タ
ー
専
門
員
ほ
か

☆
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般　
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

☆
筆
記
用
具
・
採
集
用
具
、ビ
ニ
ー

ル
袋
等

■
服
装　

帽
子
、
手
袋

☆
前
日
ま
で
に
左
記
へ
、
は
が
き

又
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
６
―

０
０
５
１

稲
成
町
１
６
２
９

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆hikiiw
a@

m
b.aikis.or.jp

☆
毎
週
㊊
（
休
館
日
が
㊗
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）
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商
店
街
へ
の
出
店
を
支
援
し

ま
す
！

☆
中
心
市
街
地
内
の
商
店
街
地
域

（
10
商
店
街
）
に
あ
る
空
き
家
、

空
き
店
舗
を
賃
貸
し
て
出
店
す
る

中
小
事
業
者
に
対
し
て
、
店
舗
賃

借
料
及
び
開
業
に
必
要
と
な
る
改

修
費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
鬪
雞
神
社
の
世
界

遺
産
追
加
登
録
を
見
据
え
、
早
期
の

空
き
店
舗
解
消
と
景
観
整
備
を
図

る
た
め
に
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
。

■
対
象
エ
リ
ア　

駅
前
、
駅
前
新

通
り
、弁
慶
町
、湊
本
通
り
、北
新
町
、

栄
町
、銀
座
、海
蔵
寺
、ア
オ
イ
通
り
、

宮
路
通
り
の
各
商
店
街

■
交
付
要
件　

◇
右
記
の
商
店
街
地
域
の
空
き
店

舗
へ
新
規
出
店
す
る
こ
と

◇
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
（
不
特
定
多
数
の
集
客
を
見
込

め
る
も
の
）
等
で
あ
る
こ
と

※
ス
ナ
ッ
ク
は
対
象
外

◇
商
店
街
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
も
の
で
、
原
則
１
階
部
分

の
空
き
店
舗
で
開
業
す
る
こ
と

◇
１
年
以
上
継
続
し
て
営
業
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、週
５
日
以
上
、

お
お
む
ね
10
時
〜
18
時
の
間
は
営

業
す
る
こ
と

◇
市
区
町
村
税
（
国
民
健
康
保
険

税
を
含
む
。）
を
完
納
し
て
い
る
方

◇
田
辺
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導

地
域
の
保
健
福
祉
推
進
事
業

に
対
し
て
補
助
を
し
ま
す

　

民
間
団
体
が
、
高
齢
者
等
の
保

健
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
行

う
先
導
的
事
業
に
対
し
て
補
助
し

ま
す
。

☆
◇
在
宅
保
健
福
祉
等
の
普
及
及

び
向
上
に
関
す
る
事
業

◇
健
康
づ
く
り
及
び
生
き
が
い
づ

く
り
の
推
進
に
関
す
る
事
業

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化

に
関
す
る
事
業

◇
そ
の
他
団
体
が
地
域
に
お
い
て

高
齢
者
等
の
保
健
福
祉
の
増
進
の

た
め
に
行
う
先
導
的
事
業
（
第
２

次
田
辺
市
地
域
福
祉
計
画
の
内
容

に
沿
っ
た
事
業
な
ど
）

※
国
・
県
・
市
の
他
の
補
助
金
の

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊

及
び
去
勢
手
術
を
行
う
団
体

へ
の
補
助
を
し
ま
す

　

市
内
に
生
息
す
る
飼
い
主
の
い

な
い
猫
の
繁
殖
を
防
止
し
、
地
域

住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆

衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
責

任
を
持
っ
て
飼
い
主
の
い
な
い
猫

を
捕
獲
し
、
獣
医
に
よ
る
不
妊
及

び
去
勢
手
術
を
施
し
た
上
で
里
親

探
し
に
努
め
る
こ
と
の
で
き
る
団

体
に
対
し
、
そ
の
手
術
費
用
の
半

額
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

■
要
件　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
こ
と
と
し
ま
す
。

◇
市
内
に
生
息
す
る
飼
い
主
の
い

な
い
猫
に
対
す
る
不
妊
及
び
去
勢

手
術
で
あ
る
こ
と

◇
市
内
で
活
動
す
る
団
体
（
事
務

所
の
所
在
地
又
は
代
表
者
住
所
が

市
内
で
あ
る
も
の
）
で
、
市
民
に

よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と

◇
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
不
妊

及
び
去
勢
手
術
の
推
進
に
継
続
し

て
取
り
組
む
団
体
で
あ
る
こ
と

■
実
施
対
象
期
間

６
月
１
日
㊌
〜
平
成
29
年
３
月
31

日
㊎
の
手
術
完
了
分
ま
で

☆
５
月
９
日
㊊
〜
20
日
㊎
に
交
付

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

下
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募

集
要
項
は
下
記
で
配
布
し
て
い
る

他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す
。
補
助
金
交
付
決
定
通

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

☆
任
意
接
種
、
1
人
1
回
の
接

種
費
用
を
助
成
（
自
己
負
担
金

２
０
０
０
円
が
必
要
）

☆
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
1
歳
以

上
7
歳
未
満
の
小
学
校
就
学
前
の
方

※
既
に
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
罹り

か
ん患
し

た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
1
回
目
を
自
費
で
接
種
し
、
2

回
目
の
接
種
を
希
望
す
る
方
は
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
下
記
又
は
各

行
政
局
住
民
福
祉
課
（
2
ペ
ー
ジ

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

の
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し

ま
す

☆
下
記
の
対
象
者
が
高
齢
者
の
肺

炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
を
希
望

さ
れ
た
場
合
、
助
成
に
よ
り
自
己

負
担
の
み
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
接
種
期
限
は
平
成
29

年
3
月
31
日
ま
で
）
た
だ
し
、
過

去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
23
価
）

を
接
種
さ
れ
た
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
子
宮
頸
が
ん
）
予

防
接
種
に
つ
い
て

☆
こ
の
予
防
接
種
は
、
平
成
25
年

4
月
か
ら
定
期
接
種
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
同
年
6
月
か
ら
積
極
的

勧
奨
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
積
極
的
勧
奨
の
再
開
に
つ
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
を
確
認

で
き
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
中
学
1

年
生
〜
高
校
1
年
生
相
当
の
女
子

　

希
望
者
に
は
依
頼
書
を
発
行
し

ま
す
の
で
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

庶
務
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ　
　

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
の
合
格
を
支
援
し
ま
す

☆
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
・
20

歳
未
満
の
児
童
が
、
高
等
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
の
合
格
を
目
指

し
、
対
策
講
座
を
受
け
る
た
め
の

受
講
費
用
に
つ
い
て
支
援
金
を
給

付
し
ま
す
。

■
支
給
額

①
受
講
修
了
時
給
付
金　

対
象
講

座
の
受
講
を
修
了
し
た
際
に
受

講
費
の
２
割
に
相
当
す
る
額
で
、

４
０
０
１
円
〜
10
万
円

②
合
格
時
給
付
金　

受
講
修
了
時

給
付
金
を
受
け
て
、
受
講
修
了
日
か

ら
２
年
以
内
に
全
科
目
合
格
し
た
場

合
に
受
講
費
の
４
割
に
相
当
す
る
額

※
①
②
合
わ
せ
て
15
万
円
ま
で

　

受
講
前
に
支
給
決
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
子
育
て
推
進
課 

こ
ど
も
家
庭
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
２
７

知
に
つ
い
て
は
５
月
末
日
ま
で
に

行
う
予
定
で
す
。

■
補
助
金
の
上
限　

予
算
の
範
囲

内
で
団
体
ご
と
に
決
定
し
ま
す
。

☆
環
境
課 

環
境
対
策
係
（
本
庁

舎
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
７

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/kankyo/index.htm
l

を
受
け
る
こ
と
等

■
交
付
金
額
（
１
０
０
０
円
未
満

切
捨
て
）

　

次
の
①
②
の
合
計
額
が
補
助
額

と
な
り
ま
す
。

①
賃
貸
店
舗
の
家
賃
の
2
分
の
1

（
限
度
額
は
1
か
月
で
５
万
円
、

６
か
月
限
り
）

※
開
業
日
の
翌
月
か
ら
６
か
月
間

と
な
り
ま
す
。

②
・
開
業
に
当
た
り
必
要
と
な
る

改
修
費
の
2
分
の
1
（
限
度
額

50
万
円
）

※
開
業
前
の
改
修
工
事
に
限
る
。

・
開
業
に
当
た
り
、
周
辺
景
観
に

調
和
し
た
店
舗
外
装
と
す
る
場
合

に
必
要
と
な
る
改
修
費
の
2
分
の

1
（
限
度
額
20
万
円
） 

※
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
開
業
前

に
実
施
す
る
改
修
工
事
に
限
る
。

☆
商
工
振
興
課 

商
工
労
政
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
０

対
象
と
な
る
事
業
は
、
除
く
。

■
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費

（
事
業
の
運
営
に
要
す
る
費
用
で
、

施
設
建
設
等
に
要
す
る
費
用
は
除

く
。）
に
相
当
す
る
額
と
し
、
１

事
業
に
つ
き

100
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。
な
お
、
補
助
金
交
付
期
間

は
３
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
予
算
の
都
合
上
、
全
額
を
補
助

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
6
月
30
日
㊍
ま
で
に
、
所
定
の

申
込
書
に
事
業
計
画
書
、
活
動
実

績
書
を
添
え
て
左
記
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
等
は
、
左
記

で
配
布
し
て
い
る
他
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
福
祉
課 

庶
務
係
（
市
民
総
合

セ
ン
タ
ー
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
０

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/fukushi/index.htm
l

☆
◇
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
左
表

に
該
当
す
る
方

◇
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
の
障
害
又
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

の
障
害
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
（
接
種
を
ご
希
望
の
方

は
、
事
前
に
主
治
医
に
ご
相
談
の

上
、
下
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

診
断
書
等
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

※
今
年
度
の
対
象
者
に
は
、
5
月
下

旬
に
案
内
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

■
接
種
方
法　

予
防
接
種
の
案
内

に
同
封
す
る
実
施
医
療
機
関
一
覧

で
、
接
種
の
で
き
る
医
療
機
関
を

確
認
し
、
予
約
の
上
、
依
頼
券
及

び
予
診
票
を
接
種
予
約
日
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
掲
載
が

な
い
医
療
機
関
で
も
和
歌
山
県
予

防
接
種
広
域
化
事
業
に
よ
り
接
種

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
左
記
へ
ご
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
接
種
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
事
前
連
絡
の
な
い
場
合

は
、
当
該
事
業
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

■
自
己
負
担
金　

３
０
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、
福

祉
課（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
）

で
発
行
す
る
証
明
書
を
お
持
ち
い

た
だ
け
れ
ば
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

実
施
医
療
機
関
等
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆
◇
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

◇
各
行
政
局
住
民
福
祉
課

☎
2
ペ
ー
ジ
参
照

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/kenkou/infuru.htm
l

年齢 生年月日 年齢 生年月日

65 歳 昭和 26 年 4 月 2 日～
昭和 27 年 4 月 1 日 85 歳 昭和 6 年 4 月 2 日～

昭和７年 4月 1日

70 歳 昭和 21 年 4 月 2 日～
昭和 22 年 4 月 1 日 90 歳 大正 15 年 4 月 2 日～

昭和 2年 4月 1日

75 歳 昭和 16 年 4 月 2 日～
昭和 17 年 4 月１日 95 歳 大正 10 年 4 月 2 日～

大正 11 年 4 月１日

80 歳 昭和 11 年 4 月 2 日～
昭和 12 年 4 月１日 100 歳 大正 5 年 4 月 2 日～

大正 6年 4月 1日

参
照
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
実
施
医
療
機
関
等
は
予
防
接

種
案
内
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/kenkou/oyako/support_
the_vaccination.htm

l

自
家
製
梅
酒
を
作
る
際
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

　

ご
家
庭
で
梅
酒
を
作
る
際
に

は
、
酒
税
法
の
規
定
に
よ
り
使
用

で
き
る
物
品
や
酒
類
等
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

■
使
用
で
き
る
物
品

糖
類
、
梅
等

■
使
用
で
き
な
い
物
品

米
、
ぶ
ど
う
（
や
ま
ぶ
ど
う
を
含

む
。）
等

■
使
用
で
き
る
酒
類

ア
ル
コ
ー
ル
分
20
度
以
上
の
酒
類

※
一
般
に
市
販
さ
れ
て
い
る
清
酒

や
ワ
イ
ン
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
が

20
度
未
満
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
使
用
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

◇
自
家
製
梅
酒
等
は
、
あ
く
ま
で

も
自
ら
飲
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

他
人
に
提
供
・
販
売
・
譲
渡
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
料
飲
店
や
旅
館
等
で
自
家
製
梅

酒
等
を
お
客
様
に
提
供
す
る
場
合

に
は
、
事
前
に
書
類
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
お
酒
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆

Ａ)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
田
辺
税
務
署

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
１
２
５
０

☆http://w
w

w
.nta.go.jp/

sh
iraberu

/sen
m

on
joh

o/
sake/qa/01.htm
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　 お し ら せ ボ ッ ク ス 　

～ 5月の納税～～田辺市の人口～
（平成 28年 3月末現在）

36,328 人
40,684 人
77,012 人
35,524 世帯
       41 人

前月比
（－ 180）
 （－ 182）
（－ 362）
 （－ 58）

（男25　女16）

  男
  女
  計
世帯
出生

■市県民税 給与特別徴収…4月徴収分
※納期限を過ぎて納付されますと、督促手数料及び延滞金を加算
する場合があります。

住
民
票
や
戸
籍
等
の
不
正
請

求
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

事
前
登
録
に
よ
る
本
人
通
知
制

度
は
、
本
人
以
外
の
代
理
人
や
第

三
者
に
住
民
票
や
戸
籍
等
を
交
付

し
た
場
合
、
事
前
登
録
し
た
本
人

に
交
付
の
事
実
を
通
知
す
る
制
度

で
す
。

　

本
制
度
は
、
平
成
25
年
10
月
か

ら
導
入
・
実
施
し
て
お
り
、
不
正

請
求
へ
の
抑
止
効
果
を
高
め
る
た

め
に
も
、
積
極
的
な
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
登
録
対
象
者

市
内
に
住
民
票
や
本
籍
の
あ
る
方

（
過
去
に
あ
っ
た
方
を
含
む
。）

■
登
録
方
法　

本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
・
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

パ
ス
ポ
ー
ト
等
、
官
公
庁
が
発
行

し
た
顔
写
真
入
り
の
証
明
書
等
）

を
お
持
ち
の
上
、
市
民
課
（
本
庁

舎
2
階
）
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
登
録
期
間　

4
月
1
日
か
ら
登

録
期
間
（
3
年
間
）
を
廃
止
し
、

更
新
の
申
請
手
続
が
不
要
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
平
成
27
年
3
月

31
日
以
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
い

た
方
も
登
録
の
更
新
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
通
知
対
象
（
除
票
及
び
除
籍
等

を
含
む
。）

第
24
回
文
協
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す

【
展
示
部
門
】

☆
５
月
21
日
㊏
・
22
日
㊐

☆
９
時
〜
17
時
（
お
茶
会
は
16
時

ま
で
）

☆
紀
南
文
化
会
館

◇
１
階
「
展
示
ホ
ー
ル
」　

書
・

洋
画

◇
４
階
「
小
ホ
ー
ル
」　

生
花
・

革
細
工
・
押
し
花
・
ち
ぎ
り
絵
・

川
柳
・
収
集
色
紙
・
紀
州
て
ま
り
・

水
墨
画

◇
４
階
「
研
修
室
」　

古ふ
る
や
い
し

谷
石
・

俳
句
・
陶
芸

◇
４
階
「
お
茶
席
」　

お
茶
会

【
舞
台
部
門
】

☆
５
月
28
日
㊏
（
第
1
部
）・
29

日
㊐（
第
2
部
）・
６
月
５
日
㊐（
第

3
部
）

☆
開
演
は
全
て
13
時
30
分

☆
紀
南
文
化
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

☆
◇
第
１
部　

詩
吟
・
三
絃
・
日

本
舞
踊
・
箏
曲
・
津
軽
三
味
線

◇
第
２
部　

大
正
琴
・
新
舞
踊
・

詩
舞
・
剣
舞
・
民
謡
・
津
軽
三
味
線

◇
第
３
部　

太
極
拳
・
バ
レ
エ
・

合
唱
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
社
交
ダ
ン
ス
・

タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
・
太
鼓 

☆
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

「
顕
彰
館
へ
行
こ
う
！
」　　

南
方
熊
楠
邸
を
特
別
公
開
し

ま
す

【
南
方
熊
楠
生
誕
記
念
特
別
公
開
】

☆
５
月
18
日
㊌

☆
10
時
〜
16
時
30
分（
最
終
入
館
）

☆
◇
入
場
無
料

◇
30
名
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
プ

レ
ゼ
ン
ト
﹇
先
着
﹈

【
連
続
休
館
の
お
知
ら
せ
】

　

通
常
の
休
館
日
（
毎
週
㊊
、
第

２
・
４
㊋
、
㊗
の
翌
日
）
に
加
え
、

臨
時
休
館
す
る
日
が
あ
り
ま
す
。

５
月
９
日
㊊
〜
16
日
㊊
・
23
日
㊊
・

24
日
㊋
・
30
日
㊊

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
０
９

国
際
博
物
館
の
日
記
念
公
開
対
談

諏
訪
敦
（
画
家
）
×
鈴
木
理
策

（
写
真
家
）
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
5
月
14
日
㊏　

14
時
〜

☆
田
辺
市
立
美
術
館
「
研
修
室
」

※
観
覧
料
の
み
必
要
、
手
話
通
訳

あ
り

☆
国
際
博
物
館
の
日
に
合
わ
せ

て
、
画
家
の
諏
訪
敦
さ
ん
と
写
真

家
の
鈴
木
理
策
さ
ん
を
お
招
き
し

て
の
公
開
対
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
田
辺
市
立
美
術
館
で
は

「
鈴
木
理
策
写
真
展　

意
識
の
流

れ
」、
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術

館
で
は
「
鈴
木
理
策
写
真
展　

水

鏡
」
を
6
月
26
日
㊐
ま
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

☆
田
辺
市
立
美
術
館

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
３
７
７
０

◇
住
民
票
の
写
し

◇
住
民
票
に
記
載
を
し
た
事
項
に

関
す
る
証
明
書

◇
戸
籍
の
附
票
の
写
し

◇
戸
籍
謄
抄
本

◇
戸
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す

る
証
明
書　

■
通
知
内
容

◇
交
付
年
月
日

◇
交
付
し
た
証
明
書
の
種
別
と
通
数

◇
交
付
請
求
者
の
種
別（
第
三
者
・

代
理
人
）

■
通
知
対
象
と
な
ら
な
い
請
求

◇
住
民
票
の
写
し
等
で
は
、
登
録

し
た
本
人
と
同
一
世
帯
の
方
か
ら

の
請
求

◇
戸
籍
謄
抄
本
等
で
は
、
登
録
し

た
本
人
と
同
一
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
方
又
は
そ
の
配
偶
者
、
直

系
尊
属
若
し
く
は
直
系
卑
属
の
方

か
ら
の
請
求

◇
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
的

機
関
か
ら
の
請
求

☆
◇
市
民
課 

窓
口
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
３

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☎
2
ペ
ー
ジ
参
照

水
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

■
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水

　

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
当
た
り
前
の

よ
う
に
出
て
く
る
水
、無
駄
に
使
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？ 

６
月
１
日
〜
７

日
は
水
道
週
間
で
す
。
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
水
の
大
切
さ
を
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
水
の
使
用

量
が
増
え
、
７
月
〜
８
月
が
最
も

多
く
な
り
ま
す
。
水
を
大
切
に
使

う
た
め
に
、
歯
磨
き
や
洗
顔
時
に

は
蛇
口
を
閉
め
る
、
洗
車
は
バ
ケ

ツ
に
た
め
た
水
を
使
う
等
、
身
近

に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
漏
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

ご
家
庭
の
水
道
設
備
は
、
皆
さ

ん
の
管
理
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
も
し
、
漏
水
が
発
生
し
た
場

合
は
、
漏
水
分
の
料
金
も
皆
さ
ん

の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
水
道

メ
ー
タ
ー
で
時
々
点
検
を
し
て
く

だ
さ
い
。
家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉

め
て
も
、
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
マ
ー
ク
が
動
い
て
い
れ
ば
、
漏

水
信
号
で
す
。

　

漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は
、
田

辺
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
道
の
修
繕
等
に
つ
い
て

　

水
道
部
で
は
、
家
庭
内
の
水
道

の
修
繕
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
っ
た
修
繕
や
水
道
の
新

設
・
改
造
・
撤
去
等
の
工
事
は
、

田
辺
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
消
火
栓
の
使
用
な
ど
に
よ
る
濁

り
水
に
つ
い
て

　

消
火
栓
の
使
用
や
水
道
管
破
裂

に
よ
る
漏
水
等
が
あ
る
と
、
水
道

管
の
中
を
流
れ
て
い
る
水
の
速
さ

や
方
向
が
変
わ
り
、
水
道
水
が
赤

茶
色
に
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
飲
み
水
等
へ
の
使
用
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
通
常
は
、

し
ば
ら
く
流
し
続
け
る
と
き
れ
い

に
な
り
ま
す
が
、
き
れ
い
に
な
ら

な
い
と
き
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☆
◇
水
道
部

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
０
１
１

◇
時
間
外
専
用
電
話

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
７
９
２
０

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/suidou/kouji.htm
l

広
報
田
辺
4
月
号
お
知
ら
せ

ボ
ッ
ク
ス
記
事
の
訂
正
に
つ

い
て

　

広
報
田
辺
4
月
号
に
掲
載
し
ま

し
た
お
知
ら
せ
ボ
ッ
ク
ス
記
事
（
17

ペ
ー
ジ
）
の
内
容
で
、
百
間
山
渓
谷

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
雨
天
順
延
日
に
つ

い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
訂
正
前

雨
天
の
場
合
は
、
4
月
22
日
㊐
に

順
延

■
訂
正
後

雨
天
の
場
合
は
、
5
月
22
日
㊐
に

順
延

☆
大
塔
行
政
局 

産
業
建
設
課

☎
2
ペ
ー
ジ
参
照

パイロットマーク

防災行政無線で放送した内容を電話
で聞くことができるサービスを行っ
ています。「放送内容をもう一度聞き
たい」「放送を聞き逃した」という方
は、是非ご利用ください。
※通話料無料です。
☎０１２０（９６３）９１０

防災行政テレフォンガイド

　

行
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
和
歌
山
放
送

（
A
M
１
２
３
３
）
と
F
M 

T
A
N
A
B
E（
F
M
８
８
．
５
）、

を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
日
程
は
、
毎
週
、
和
歌
山

放
送
が
㊋
㊎
の
14
時
台
、
F
M 

T
A
N
A
B
E
が
㊌
の
12
時
台

と
㊏
の
11
時
台
で
す
。

　

是
非
、
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　

 

企
画
広
報
課 

広
聴
広
報
係

☎
０
７
３
９（
２
６
）９
９
６
３

ラ
ジ
オ
広
報
の
ご
案
内

▲南方熊楠邸

▲展示部門▲舞台部門
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た
な
べ
ス
マ
イ
ル

我
が
家
の
愛
ド
ル

子
育
て
ク
ラ
ブ

す
くす

く

防
災
コ
ラ
ム

備
え
て

安
心
！

龍神のファンを増やし、地域を元気にしたい

　私たちは、地域の活性化を目指して村の爺婆の会を
発足し、3年前にお店を始めました。里芋を使ったコ
ロッケや、野菜のパウダーを混ぜ込んだケーキ、村内
の芸術家が作った作品などを販売しています。
　もともとは、村内のお年寄りが家庭菜園で作り過ぎた
野菜を無駄にしないため、どうにかできないかという思
いから15人ほどで始めた村の爺婆の会ですが、今では
会員が 30人ほどになり、商品の加工所と直売所の両方
を運営しています。会員の大半は 70歳を越えています
が、29歳の若手も頑張ってくれています。新たな商品
の開発など、活動の要を担ってくれており、若者の力は
会を存続させるために欠かせないものになっています。
　今後の目標は村の特産である里芋のブランド化で、
「爺婆農園」の運営やネット販売を計画しています。会
の活動をもっと大きくすることで村外の方にも龍神の
魅力を知ってもらい、ファンを増やしていきたいです。

褒
め
上
手
で　

グ
ン
グ
ン
子
育
て

褒
め
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

　

褒
め
る
と
は
、｢

そ
れ
は
善
い

こ
と
だ
よ｣

と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

サ
イ
ン
で
す
。
も
と
も
と
備
わ
っ

て
い
る｢

子
供
の
育
つ
力｣
を
励

ま
し
、
発
達
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト

を
し
な
が
ら
良
い
方
向
へ
導
く
た

め
の
表
現
方
法
で
す
。

褒
め
上
手
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

■
今
で
き
て
い
る
こ
と
を
見
付
け
る

　

日
頃
か
ら
子
供
が
し
て
い
る
こ

と
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
以

前
よ
り
少
し
で
も
で
き
て
い
る
こ

と
や
、
自
分
で
考
え
て
行
動
し
て

い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

■
い
い
な
と
思
っ
た
時
に
褒
め
る

　

い
い
な
と
思
っ
た
ら
褒
め
時
で

す
。
結
果
だ
け
で
な
く
頑
張
り
の

プ
ロ
セ
ス
も
褒
め
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
頭
を
な
で
た
り
、
抱
き

し
め
た
り
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

■
他
の
子
と
比
べ
ず
、
過
去
か
ら

の
成
長
を
褒
め
る

　

｢

あ
の
子
よ
り
で
き
て
い
る｣

と
い
う
表
現
よ
り
、
過
去
の
自
分

か
ら
伸
び
た
と
こ
ろ
を
褒
め
ら

れ
、
成
長
を
認
め
て
も
ら
っ
た
方

が
今
後
の
励
み
に
も
な
り
ま
す
。

■
褒
め
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
次
の

行
動
を
見
届
け
る

　

子
供
は
き
っ
と｢

ま
た
褒
め
ら

れ
た
い｣

と
思
っ
て
い
ま
す
。
昨

日
で
き
て
い
た
こ
と
で
も
、
今
日

ま
た
で
き
て
い
た
ら
繰
り
返
し
何

度
も
褒
め
て
い
い
の
で
す
。

　

子
供
は
毎
日
成
長
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
新
鮮
な
気
持
ち
で
よ

く
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
子
供

が
、
あ
な
た
に
た
く
さ
ん
の
サ
イ

ン
を
送
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付

く
で
し
ょ
う
。

34

～
５
月
生
ま
れ
～

●

健康増進課 健康管理係
谷本　あけみ

　

気
象
庁
で
は
、
今
年
の
３
月
１

日
か
ら
気
象
警
報
等
の
発
表
区
域

を
こ
れ
ま
で
の
「
田
辺
市
」
か
ら

「
田
辺
市
田
辺
」・「
田
辺
市
龍
神
」・

「
田
辺
市
中
辺
路
」・「
田
辺
市
大

塔
」・「
田
辺
市
本
宮
」
の
５
地
域

に
細
分
化
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
田
辺
市
全
体
で

気
象
警
報
等
が
発
表
さ
れ
て
い
た

た
め
、
面
積
が
広
い
田
辺
市
で
は

地
域
ご
と
に
発
表
内
容
と
実
情
が

異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
行

政
局
ご
と
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
地
域
が

特
定
さ
れ
、
よ
り
状
況
に
即
し
た

気
象
警
報
等
の
情
報
を
お
伝
え
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
つ
い

て
も
同
様
に
５
つ
の
地
域
に
分
割

さ
れ
ま
す
。

　

ご
自
身
の
地
域
に
大
雨
・
洪
水

警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発

表
さ
れ
た
場
合
は
、
洪
水
や
土
砂

災
害
を
考
慮
し
、
早
め
の
避
難
を

心
掛
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
実
際
に
避
難
す
る
際
に
は
、

必
ず
し
も
市
の
指
定
避
難
施
設
に

避
難
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
親
戚
や
知
人
の
家
な
ど
安
全

な
場
所
に
避
難
す
る
の
も
有
効
で

す
。
一
方
、
緊
急
の
場
合
で
外
に

出
る
こ
と
が
危
険
な
と
き
は
、
自

宅
の
２
階
に
避
難
（
垂
直
避
難
）

す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

第
24
回
　
気
象
警
報
・
注
意
報
等
の
発
表
区
域
の
変
更

村の爺
じじばば

婆の会
龍神村柳瀬

代表：　 達行さん（左から二人目）

広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）の写真を募集しています。（氏名、住所、生年月日、
電話番号、簡単なコメントを添えてください。）6月生まれのお子さんの締切りは 5月 10日㊋です。
掲載できる枠に限りがありますので、先着順とさせていただきます。ご了承ください。
■あて先　〒 646-8545 新屋敷町１　企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

山原　碧
あおと

人ちゃん （２歳）
２歳のお誕生日おめでとう☆
今年の４月に香川県の小豆島から田辺市に
引っ越ししてきたばかり！
まだまだ慣れない事ばかりだけどこれから
たくさん楽しい事を見付けに行こうね♪

ママ☆パパ より

切里　凪
な ぎ

希ちゃん (1歳）
凪希がいる毎日が本当に幸せで
す。笑うとみんな笑顔になるよ。
本当にありがとう。これからも
元気にスクスク育ってね。 

父 母より

田中　良
りょうじ

慈ちゃん （４歳）
良慈くん、４歳のお誕生日おめで
とう！褒められた時のあなたの得
意顔が大好きです。これからも笑
顔いっぱい、元気に育ってね。

ママ・ダダより

小柳　煌
こうが

河ちゃん（４歳）
人懐っこくて誰とでもすぐに仲良くなれる
煌河♪ケンカしながらも弟の事が大好きで
良く面倒見てくれ、お手伝いも沢山してく
れてありがとう (*^^*) これからも元気に遊
ぼうね♪　

ﾊﾟﾊﾟ、ﾏﾏより  

北村　凛羽ちゃん （１歳）
１歳のお誕生日おめでとう♪こ
れからも笑顔いっぱい元気いっ
ぱいの凛羽でいてね (*^_^*)

かあ、とおより

北村　凛
り う

羽ちゃん (1歳）
１歳のお誕生日おめでとう♪これ
からも笑顔いっぱい元気いっぱい
の凛羽でいてね (*^_^*)

かあ、とおより

重河　歩
あゆむ

夢ちゃん (1歳）
あっくん、1歳のお誕生日おめで
とう！
これからもモリモリ食べて大きく
なあれ。

パパとママより



場
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広

司書のオススメ 新着図書

広報田辺　平成 28年 5月号TANABE City 2016.5 2425

お子さんと一緒に
　　おはなしのコーナー

!! 

必
撮

ま
ち
か
ど
特
派
員

図書館へ行こう

休 

館 

日

開 

館 

時 

間

※移動図書館の運行日程・巡回時間については下記までお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
○問合せ　市立図書館（☎ 0739-22-0697）（   http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html）

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が
、
地
域
情
報
を
発
信
★

た
な
べ
散
歩

ほ
の
ぼ
の

ジ
ェ
ン
の

ジ
ェ
ン
の

Ａ
ｌ
ｏ
ｈ
ａ
！ 

国
際
交
流
員
の
ジ
ェ
ン
で
す
。

私
が
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
出
会
っ
た
、「
田
辺
な
ら
で
は
」
と
い
う

体
験
や
出
来
事
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
！

　

皆
さ
ん
…
…
田
辺
市
の
マ
ン

ホ
ー
ル
を
つ
く
づ
く
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

　

私
、
所
用
が
あ
り
田
辺
駅
前
の

商
店
街
へ
買
物
に
出
掛
け
た
際
に

ふ
と
見
掛
け
た
田
辺
市
の
刻
印
が

さ
れ
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
…
…

ち
ょ
う
ど
、
梅
の
花
と
実
を
か
た

ど
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
て

少
し
驚
き
ま
し
た
。
形
も
大
き
さ

も
多
種
多
様
で
、
真
四
角
や
長
方

形
、
丸
型
も
あ
り
そ
の
用
途
に
よ

り
色
合
い
も
違
い
ま
す
。

　

番
外
で
す
が
、
量
水
器
は
長
方

形
で
梅
と
メ
ジ
ロ
、
防
火
水
槽
に

は
か
わ
い
い
消
防
車
の
イ
ラ
ス
ト
が

描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

星
形
の
田
辺
市
の
市
章
は
、
真

ん
中
に
田
辺
の
田
を
表
し
、
輝
く

星
座
の
ご
と
く
田
辺
市
の
将
来
が

ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
等
で
調
べ
ま

す
と
近
郊
の
上
富
田
町
で
は
ひ
ょ

う
た
ん
と
桜
、
白
浜
町
で
は
円
月

本館＝毎週㊊（㊗を除く。）、5/26㊍（館内整理）
龍神分室＝第 1･3㊏、第 1･2・4㊐、5/3・4・5㊋㊌㊍㊗

中辺路分室＝毎週㊐、5/3・4・5㊋㊌㊍㊗

大塔分室＝第 1･2･3㊏、毎週㊐、5/3・4・5㊋㊌㊍㊗

本宮分室＝毎週㊏、5/3・4・5㊋㊌㊍㊗

田
辺
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
い
ろ
い
ろ

島
や
青
い
海
と
帆
船
が
刻
印
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
天
気
の
良
い
日
に
で

も
散
歩
が
て
ら
市
内
の
商
店
街
へ

お
出
掛
け
に
な
ら
れ
て
、
気
に
入
っ

た
お
店
が
見
付
か
れ
ば
コ
ー
ヒ
ー

タ
イ
ム
等
で
一
息
入
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

田
辺
市
の
新
し
い
一
面
を
発
見

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

文
・
写
真　

鈴
木 

高
之

本館＝㊋～㊏ ９時 30分～ 19時 30分
　　 ㊐・㊗ ９時 30 分～ 18 時
分室＝９時～ 17 時
※龍神分室は、㊋～㊎ 20 時まで時間
延長あり。

■おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居など
（対象：４才くらいから）
本館＝ 5/1・8・15・22・29・6/5
　　　（全㊐、11 時～）
中辺路分室＝ 5/21㊏（10 時 30 分～）
大塔分室＝ 5/28㊏（10 時 30 分～）

■おはなしのじかん
おはなしや わらべうたなど
（対象：小学生以上）
本館＝ 5/7・6/4（全㊏、11 時～）

■おはなしタイム
おはなしや 絵本の読み聞かせなど
（対象：４才くらいから）
本館＝ 5/14・21・28（全㊏、11 時～）

■ひよこタイム
赤ちゃん絵本の読み聞かせや わらべ
うたあそびなど（対象：0～２才）
本館＝ 5/18㊌（11 時～）

■こぐまタイム
絵本の読み聞かせやパネルシアターなど
（対象：２～３才）
本館＝ 5/18㊌（11 時 30 分～）しおちゃんとこしょうちゃん

作／ルース・エインワース　訳・絵／河本
祥子　出版／福音館書店
　「しおちゃん」と、「こしょうちゃん」は、
おなじひにうまれたこねこです。あるひの
こと、にひきはとんでもないことをおもい
つきます。

海と人と魚
著／上野　敏彦　出版／農山漁村文化協会
　私たちの食生活に欠かせない魚や海産物
について、その現状を知るために全国各地
の浜を訪ね、震災からの復興、後継者育成、
水産資源の管理、国境問等を分かりやすく
解説する。

ひとことコラム
　「夏も近づく八十八夜」と茶摘みのイメージが強い
八十八夜とは、歳時記によると立春（２月４日頃）か
ら数えて八十八日目（５月２日頃）のことで、春から夏
に移る節目の日です。この日から夏の準備を始めます。
八十八夜に摘んだお茶を飲むと長生きするとも言われて
います。天候が安定して過ごしやすいというより、近年
は暑さが厳しく感じることが多いように思います。大型連
休（ゴールデンウイーク）で、お出掛けの際には、過労・
日焼け、そして熱中症にも注意が必要ですね。（政）

　春がやっと来ましたね！ 今回は中辺路の桜コンサートに行ってきました。
とてもいい天気で、たくさんのお客様たちが集まっていました。春を表現する
ピアノの演奏を聞きながら、樹齢 290 年の枝垂桜を見上げ、とても穏やかな気
持ちになりました。ゆったりとした音楽と桜を組み合わせると雰囲気が変わり、
桜が広い青空の下でとても輝いていました。桜は、私が一番好きな花です。な
ぜなら、世界中の人たちが、憧れている花です。きれいな桜を見るのにたくさ
んの人たちが一緒に集まり、自然の美しさを見ながら楽しんで、新しいきずな
や思い出ができる機会を与えてくれる花だからです。ハワイでは桜は咲いてい
ませんが、他のアメリカの州には咲いています。1912 年に日本からアメリカ
のワシントン D.C. にたくさんの桜の木がプレゼ
ントとして贈られました。日本とアメリカの友
好関係の印としてアメリカにも咲いています。
今回のコンサートで桜を見ながら、たくさんの
事を感じました。桜は、新しい時期が始まる頃
に咲きます。私も初めての田辺暮らしを始め、
田辺市の国際交流員として頑張りたいと思いな
がら、桜から勇気と希望をもらいました。

第 2回 中辺路の桜コンサート

　 

梅
の
花
と
実
と
田
辺
市
の
市
章

が
描
か
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル

▲



相 程日談

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）

有 料 広 告
２枠連結（縦 46mm × 横 174mm）

　本紙（広報田辺）及び田辺市のホームページに掲載する有
料広告を募集しています。
　広告掲載を希望される方は、広告原稿を添えて掲載を希望
する月の２か月前の 20 日までにお申し込みください。
　詳しくは、企画広報課 広聴広報係までお問い合わせください。
☎0739-26-9963　　http://www.city.tanabe.lg.jp/kikaku/koukoku-kouhou.html

広報紙・ホームページへ広告を載せてみませんか？

有 料 広 告 募 集 中 ！

人権・登記・相続相談

市民・消費生活相談

外国人相談（English） 不登校・いじめ・
教育相談

子育て相談

介護相談

一般健康相談

家庭児童相談

女性電話相談

市民法律相談

ひきこもり相談

行政相談
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有料広告有料広告

　各施設申込み・抽選日

　編集後記

　　  おやこ健康カレンダー

広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

　市民に限ります。
■相談日（予約受付開始日）・相談員
5/16㊊（5/10）＝鈴木弁護士
5/23㊊（5/17）＝木戸弁護士
5/30㊊（5/24）＝村上事務所※
6/ 6 ㊊（5/31）＝岡田弁護士
6/13㊊（6/ 7）＝村上事務所
　社会福祉センター 3階「相談室」
（本庁舎東隣３階）
※ 5/30 は本宮行政局
■予約方法　予約受付開始日から相談
日の正午までの間に、電話又は直接、
下記までお申し込みください。
　８名［先着］※ 5/30 は 4名
■受付時間
平日 8時 30分～ 17時 15分
受付時に簡単に相談内容をお聞きします。
■相談時間
14 時～ 16時のうち、１人 15分間
（集合時間は予約時にお伝えします。）
※ 5/30 は 14 時 30 分～ 15時 30 分
※相談・聞き取りは、できるだけ本人
が応じてください。また、相談に関係
する書類があればお持ちください。
※弁護士職務基本規程に抵触すること
が判明した場合等は、当日の相談をお
受けできません。
　自治振興課 市民生活係
（本庁舎３階）☎ 0739-26-9911

▼広報担当 6年目に突入しました▼
新しい後輩もでき、係内の平均年齢も
以前より下がりました▼自分も年を
とったなと感じている今日この頃です
（ヤノマイ）

▼今回も市役所と本宮を行ったり来た
り▼道中、桜の花がわずかに残ってい
るほかは鮮やかな緑に変わっていまし
た▼取材やドライブに出掛けるのが楽
しい季節ですね（りーち☆）

▼初めまして、今月号から編集に携わ
らせていただくまいきー♡と申します
▼より良い広報紙を作れるよう、精一
杯頑張ります▼これからよろしくお願
いいたします（まいきー♡）

【生涯学習センター】
■貸室　11室（市民総合センター内）
（交流ホール・会議室・料理実習室など）
　8月分は 6/1㊌から予約可
　生涯学習課 公民館係（☎ 0739-26-4925）
【紀南文化会館】
■大・小・展示ホール
平成29年6月分は6/2㊍ 9時から受付
■その他の施設
平成28年12月分は6/2㊍9時から受付
　　紀南文化会館（☎ 0739-25-3033）
　http://www.kinanbunkakaikan.jp

◇４か月児健診
5/12㊍＝龍神、13㊎＝田辺、24㊋
＝田辺、25㊌＝本宮、6/14㊋＝田辺
◇７か月児健診
5/10㊋＝田辺、12㊍＝龍神、25㊌
＝本宮・田辺、6/8㊌＝田辺
◇ 11か月児相談
5/6㊎＝田辺、12㊍＝龍神、25㊌＝
本宮、27㊎＝田辺、6/10㊎＝田辺
◇１歳６か月児健診
5/10㊋＝中辺路、11㊌＝田辺、26
㊍＝田辺、6/1㊌＝田辺、2㊍＝龍神、
8㊌＝大塔
◇２歳児相談
5/2㊊＝田辺、10㊋＝中辺路、18㊌
＝田辺、6/2㊍＝龍神、3㊎ = 田辺、
8㊌＝大塔
◇３歳６か月児健診
5/9㊊＝田辺、10㊋＝中辺路、17㊋
＝田辺、6/2㊍＝龍神・田辺、8㊌＝
大塔
◇マタニティスクール
5/6㊎＝田辺、27㊎＝田辺、6/10㊎
＝田辺
◇パパママ教室
5/15㊐＝田辺
　田辺…市民総合センター
龍神…龍神保健センター
中辺路…中辺路保健センター
大塔…大塔健康プラザ
本宮…本宮保健福祉総合センター
　時間など、詳しくは対象者に送付し
ている通知をご覧いただくか、健康増
進課健康管理係（☎ 0739-26-4901）
又は各行政局住民福祉課（☎ 2 ペー
ジ参照）までお問い合わせください。

　血圧測定後、保健師又は看護師が健
康について相談に応じます。
■相談日・場所
5/16㊊＝西部センター
5/17㊋＝芳養児童センター
5/23㊊＝南部センター
　10時～ 10時 30分
　健康増進課 健康管理係
(市民総合センター 2階 )
☎ 0739-26-4901

■相談日・場所・相談員
5/17㊋＝中辺路行政局
6/ 1 ㊌ = 田辺市民総合センター
6/ 3 ㊎ = 龍神行政局
※ 5/17・6/3 は人権擁護委員と法務
局職員、6/1 は人権擁護委員のみです。
　13時30分～15時30分
※受付は 15時まで
　法務局 田辺支局
(文里一丁目 11-9)☎ 0739-22-0698
※人権相談については㊏㊐㊗を除き、法務
局でも相談に応じます。ただし、登記相談
については事前にお問い合わせください。

■相談日・場所・相談員
5/18㊌Ⓑ＝富里連絡所・佐田俊知
5/20㊎Ⓐ＝中辺路行政局・中村恒夫
5/24㊋Ⓑ＝社会福祉センター 3階
　　　　　　「相談室」・那須正治
　　　　　　（☎ 090-4640-3142）
5/24㊋Ⓑ＝本宮行政局・折戸富子
5/25㊌Ⓑ＝大塔行政局・佐田俊知
6/ 3 ㊎Ⓒ＝龍神行政局・松本淳
■相談時間
Ⓐ＝ 10時～ 11時
Ⓑ＝ 13時～ 15時
Ⓒ＝ 13時 30分～ 15時 30 分
　自治振興課 市民生活係
（本庁舎３階）☎ 0739-26-9911

　消費生活のトラブルや多重債務など
市民生活についての相談に応じます。
　　平日８時 30分～ 17時 15分
　自治振興課 市民生活係
（本庁舎３階）☎ 0739-26-9911

　女性の抱えるいろいろな悩みに、女
性相談員が電話で相談に応じます。
　　平日９時～ 12時
■相談専用電話　☎ 0739-26-4919

　　㊊～㊍ ９時～ 17時
　　　㊎　 ９時～ 12時 
　国際交流センター(市民総合センター3階)
※事前にお問い合わせください
☎ 0739-26-4908

　　平日８時 30分～ 17時 15分
　やすらぎ対策課 地域包括支援センター係
(市民総合センター 1階 )
☎ 0739-26-9906

　　平日８時 30分～ 17時 15分
※直接、窓口に来られる場合は要予約
■相談専用電話　☎ 0739-26-4933
　 shc@city.tanabe.lg.jp
　健康増進課 健康管理係
(市民総合センター 2階 )
☎ 0739-26-4901

【不登校 ･いじめ ･教育相談】
　　平日９時～ 16時
　教育研究所（本庁舎北隣２階）
☎ 0739-25-1511
【いじめホットライン】
　　平日９時～ 16時
■相談専用電話　☎ 0739-26-3224
■いじめ相談ダイレクトメール
　 ijime110@city.tanabe.lg.jp

　家庭における児童の養育及び福祉に
ついての相談に応じます。
　　平日８時 30分～ 17時
　家庭児童相談室
(市民総合センター 1階 )
☎ 0739-26-4926

【子育て相談】
　　平日８時 30分～ 17時 15分
　健康増進課 健康管理係
(市民総合センター 2階 )
☎ 0739-26-4901
各行政局 住民福祉課☎ 2 ページ参照
【愛あい子育て相談】
　　平日８時 30分～ 17時 15分
※「愛あいルーム」での面接相談可
　地域子育て支援センター愛あい
（もとまち保育所内）
☎ 0739-22-9285
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